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豊田市の現在 
■ 平成１９年度豊田市当初予算《２６５，８８２，５２５，０００円》 

 平成 19年度当初予算は、一般会計（1,672億円）・特別会計等（986億円余）予算

総額は、2,658億円余となりました。『予算編成においては、健全財政の維持を基調

としながら、国の「新地方行革指針」や「改訂第 2次行政経営戦略プラン」に基づ

いて行財政改革への取組を積極的に推進するとともに、最終年度を迎える「中期推進計画」の目標達成に

向けた適切な事業の執行を念頭に、新市の一体化の実現に向けた予算編成を行なうこととしました。』 

 

■ 主要事業について・・・主要事業４５事業があげられています。この中で気になる事業４つについてコメントします。 

■■■■■■■■■■■■■■児童手当の拡充事業年度 H１9年度 事業費３，４１６千円■■■■■■■■■■■■■ 

「乳幼児拡充（第 1 子、2 子）5,000 円/月→10,000 円/月。子育て家庭の経済的負担を軽減し、生活の安定に寄与す

るとともに、次代の社会を担う子どもたちの健全育成及び資質の向上に資する。」とのことだが、どうせ実施するなら、

私だったら思い切って、第 3 子から小学校入学前まで月 10 万円とか、20 万円とかしっかり子育てができる環境を提

供することだ。今の財政力ならできる。 

■■■■■■■■■高齢者の社会参加・就労への支援事業年度 H１9年度 事業費１０８，４７６千円■■■■■■■■ 

「団塊の世代の定年期を迎え、増加する高年齢者らが自らの活力を地域で活かし、いつまでも明るく健康な生活を送

り、生きがいを持って社会参加できるような仕組みづくりをする。」のはいいが、企業側の責務はないのだろうか。言

い方を換えれば、企業と行政との連携で「団塊の世代」や「その他の高齢者（60 歳以上）」に対する施策が採れない

だろうか。地域社会（自治区）にばかり重荷を背負わせるのは、どうかと思う。 

■■■■■■■■■■■公的病院運営への支援事業年度 H１9年度 事業費２４，９７３千円■■■■■■■■■■■ 

「豊田厚生病院支援（女性専門外来、救命救急センター機能分）。これらに対して補助することにより、豊田市域で政

策的に確保が求められる医療機関の整備を図る。」公的病院ということで、支援を行うが、支援後のチェックをしっか

り行い、その役割を確実に担っていただきたい。 

■■■■■■■■農業振興の推進～都市と農山村の交流・共生事業年度 H１9年度 事業費６１，９６７千円■■■■■■■ 

「セカンドスクール事業、元気な地域づくりマスタープラン策定、農地・水・環境保全向上対策事業、里山耕基本計

画など。」これらのうちで、「農地・水・環境保全向上対策事業」は、「先進的な営農活動を推進する。」としているが、

今後は、環境に配慮することが求められている。それは、非農家においても同じことで、環境農業に対する理解活動

も事業の中に盛り込んでいただきたいものだ。 
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《新清掃工場＆環境学習施設》 

環境型資源利用の推進の一環として、

「渡刈クリーンセンター」「環境学習施設

eco-T」が稼動、開館しました。市

民の施設です。より多くの方が利

用されるようお願いします。また、

緑のリサイクル事業も推進します。 

《安永川改修工事》 

平成 19年度は、環境基本設計策定

が行なわれ、予算 2,300万円が予

定されています。特徴として、「魚

の住む河川の復興」を目指し、人

と生物に優しい水辺空間をつくる

ところにあります。 

《明和公園》 

平成 19年度は、地域住民の方のご

協力を得て、ワークショップ手法

で計画づくりを進めていきます。

前山地区には、広い公園がありま

せん。今後は、この公園を安全安

心の拠点として利用して下さい。 
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月定例議会 
 

３月議会は、2 月 23 日(金)から 26 日間で行われました。途中、予算説明会や小中学校卒業式があるため、

期間がいつもより長くなっています。また、議会活性化のため「予算特別委員会」は全議員が所属し、担当委員会

ごとに「分科会」を設け、質疑などを行ないました。 

平成 19 年度は、「渡刈クリーンセンター」が稼動し、「プラスチック製容器包装の分別収集」「緑のリサイクル施

設整備」が進められます。また、「子ども読書活動推進事業」の一環として「学校図書館指導員（図書館司書）」が

派遣されることが決まりました。いずれも、あきたか議員が提言したことが実際に動き出しました。 

良いことばかりではありません。「公用車による交通事故」は、定例議会には必ず報告される、という事態になっ

ています。委員会の中でも質問しましたが、もっと徹底しなければ「０（ゼロ）」にはなりません。ある議員が言いまし

た。「走る距離が多いのだから、それぐらいは仕方がない。」と。本当でしょうか？一般企業の運送会社における交

通事故は、そんなことで治まるのでしょうか？事故が起きれば、すぐに行政処分になるのではないでしょうか？会

社のお金で費用は見てもらえるのでしょうか？行政に勤めるものは、市民の模範とならなければいけないのではな

いでしょうか。行政がもしもその程度の認識しかないのだとしたら、「交通事故０（ゼロ）運動」は、できないことにな

ってしまいます。～して見せて、言って聞かせて、させてみて、褒めてやらねば人は動かじ。～ 

最終日（20日）に「地域拠点整備活性化特別委員会の調査研究結果報告」を行ないました。昨年5月17日に

本議会において設置されて以来、委員会を 12 回開催し、調査研究してまいりました。提言は①アドバイザーの設

置 ②シルバー人材センターの機能拡充 の 2点について行いました。また、その他の視点として、 ア．ITの活用 

イ．公共交通の活用と整備 などを挙げ、「人・もの・情報」の移動がスムーズに行なえる施策が必要と訴えました。 
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地域拠点整備活性化特別委員会     豊南中学校卒業式 

 

 

 

 

 

 

消防団表彰式      ３月議会委員長報告 
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３ 
〔期間２月２３日～３月２０日/２６日間〕 
２３日   議案上程 

２６～２８日 代表・一般質問、議案質疑 
９～１５日 各委員会（1５日企画総務） 
２０日  討論・議決 
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